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応応募募申申込込書書  

 

応募要領を遵守し、以下のとおり、申し込みいたします。 

 

１１  応応募募者者概概要要 記載日 ２０２３年８月２８日 

(フリガナ) ジョウサイコクサイダイガク (フリガナ)       ソウ ホウ 

学校名・ 

グ ル ー プ

名※ 

城西国際大学大学院 
応募者氏名 

※グループの場合は代表

者役職・氏名 

 

     曹 放 ㊞ 

応募者区分：（いずれかに○） 

個人 ・ グループ 
応募者年齢： 29 歳 

連絡先：個人のため非公表 

連絡を取りたい場合は、(公財)千葉市産業振興財団までお問い合わせください。 

電話番号：043-201-9504  E-mail：sangyosozo@chibashi-sangyo.or.jp 

創業予定※：   2024 年 10 月 法人設立予定※： 2024 年 10 月 

※学校名・グループ名、創業予定、法人設立予定は該当者のみ記載してください。 

 

２２  ビビジジネネススアアイイデデアアににつついいてて 

((11))  ビビジジネネススアアイイデデアア名名（概ね 40 字）  

スマート農業データベースの構築及びプラットフォームによる新サービス創出 

 

((22))  ビビジジネネススアアイイデデアアのの内内容容  

＊実現しようとする製品、サービス等の内容 
「誰に対して」、「どのようなサービス・製品を」、「どのように」提供するのかを明確に記載してください。 

農業病虫害監視システムは、IoT（モノのインターネット）技術に基づくソリューション

であり、農業者が作物の栽培プロセス中の環境状況を監視するのに役立つことを目的として

いる。主に病害虫、土壌の品質、灌漑状況などの重要な要素が含まれ、農業生産に知識のあ

る意思決定を支援する。 

このシステムは、センサー、データ収集機器、クラウドプラットフォームなどのテクノロ

ジーを使用して、リアルタイムの監視、データ収集と分析を実現し、正確な環境情報と警告

を提供し、農家が害虫や病気の予防と管理、作物の改善のためのタイムリーな措置を講じる

ことを支援する。このプロジェクトは、IoT 技術を基盤として、新技術とスマートインフラ

の最適化された統合、データイノベーションの統合を通じて、農業全体のスマートなイノベ

ーションを可能にし、スマート農業のエコシステムを構築する。 

ソリューションの主な特徴と機能は次のとおりである。 
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センサーネットワーク：農地または温室にセンサーノードを配置し、温度、湿度、光照度な

どの環境要因や土壌状態、気象データなどを監視する。センサーネットワークは多様なデー

タをリアルタイムで収集し、これをクラウドプラットフォームに送信して処理および保管を

行う。 

データ収集と保存：IoT 技術を用いてセンサーデータをクラウドプラットフォームに収集

し、データの集中的な管理と保管を実現する。クラウドプラットフォームを通じて、農家は

いつでもデータにアクセスし、作物の成長状況や病害虫のリスクについて把握することが可

能である。 

データ分析と警告：クラウドプラットフォームは強力なデータ分析能力を備えており、収集

したデータを処理および分析し、病害虫の特徴や傾向を識別する。これらの分析結果に基づ

いて、システムはリアルタイムの病害虫警告情報を生成し、農家に適切な防除措置を講じる

よう促す。 

モバイルアプリケーション：通常、この解決方案にはモバイルアプリケーションが搭載され

ており、農家はスマートフォンやタブレットを通じていつでも病害虫のデータを閲覧し、警

告通知を受け取り、適切な防除の提案を受けることが可能である。モバイルアプリケーショ

ンは使いやすい操作インターフェースを提供し、農家が監視システムと効果的に対話し、管

理するのを容易にする。 

 

＊アピールポイント、他との違い 
用いた新たな手法や技術、斬新な考えなどを踏まえながら記載してください。 

1、IoT の総合的な統合：プロジェクトは単なる監視システムではなく、センサーからクラ

ウドプラットフォーム、モバイルアプリケーションに至るまでの包括的な IoT ソリューショ

ンを農家に提供する。 

2、リアルタイムの警告システム：強力なクラウドプラットフォームのデータ分析能力を活

用して、リアルタイムの病害虫の警告情報を生成することができる。 

3、モバイルアプリの利便性：千葉県の農家はいつでもどこでもスマートフォンやタブレッ

トでデータを確認し、警告通知を受け取り、対策の提案を受け取ることができる。 

4、自動化農事操作：IoT と自動化機器（例：スマート灌漑システム、ロボット）を組み合

わせて、自動的な農事操作を実現する。 

5、人工知能の応用：機械学習や画像認識などの AI 技術を導入して、病害虫の種類や程度を

自動的に識別する。 

6、地域別の分析と比較：千葉県地域の違いに基づいて、異なる農地の環境特性やリスク評

価を提供する。 

7、農民のコミュニティインタラクション：千葉県オンラインの農民コミュニティプラット

フォームを作成し、農民が栽培経験や病害虫防治方法を共有できるようにする。 

8、市場の需要予測：千葉県環境監視に基づいて、市場の需要データとトレンドを組み合わ

せ、農民に適切な作物や品種の栽培に関するアドバイスを提供する。 

9、より広範なデータ収集：他と比較して、プロジェクトは病害虫だけでなく、土壌の質や

灌漑の状況など、多くのキー要素にも焦点を当てている。 
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10、モバイルアプリのインタラクティブ性：提供されるモバイルアプリは、データの表示だ

けでなく、農家が監視システムと対話や管理を行うためのインターフェースも提供してい

る。 

 

＊「ビジネス」として成立する理由 
本事業が利益の見込める「ビジネス」である点について記載してください。 

1.農業の重要性と需要: 農業は食料供給の基盤であり、世界中で重要な産業である。作物や植

物を病害虫から守るための効果的な監視システムへの需要は非常に高い。農業生産の最適化

と収量の向上が求められており、病害虫の早期発見と予防はこれを達成するための重要な要

素である。 

2.作物保護の重要性: 病害虫や病気による作物の損害は、農家にとって経済的な損失につなが

るだけでなく、食糧供給にも影響を及ぼす。農業病虫害監視システムは、農産物保護を強化し、

収穫量の維持と向上をサポートする手段として価値がある。 

3. 早期警告と効果的な対策: 農業病虫害監視システムは、病害虫や病気の発生を早期に検出

するための有用なツールである。早期警告は被害を最小限に抑える上で重要であり、農業従事

者が適切な対策を講じるための時間を提供する。 

4. 技術の進化とデータ利活用: 最近の技術の進化により、リモートセンシング、センサー技

術、人工知能などを活用した高度な監視システムが可能となっている。これにより、広範な農

地を効率的に監視し、データを収集して分析することができる。収集されたデータを活用し

て、農業従事者に適切なアドバイスや予測を提供することで、作物保護の効果を最大化でき

る。 

5. サブスクリプションモデルやコンサルティング: 農業病虫害監視システムのビジネスモデ

ルは、定期的なサブスクリプション料金やコンサルティングサービスに基づくものが多い。農

家は定期的な監視とアドバイスを求める傾向があり、これにより収益を安定させることがで

きる。 

6. 持続可能な農業の推進: 環境への配慮が高まる中で、農業病虫害監視システムは化学的な

薬剤使用を削減するための手段としても位置付けられている。環境に優しいアプローチを提

供することで、持続可能な農業の推進に貢献する。 

これらの理由により、農業病虫害監視システムは需要が高まり、農業従事者の助けとなる価値

るビジネスとして成立している。 
 

((33))  ここのの事事業業がが必必要要ととさされれるる社社会会的的背背景景 

この事業を取り巻く環境（社会、経済、顧客ニーズ等）やこの事業で解決される社会的課題又は地域課題

をどのように捉え、どのように対応していくのか」という観点から記載してください。 

千葉県は温暖な気候と首都圏に位置するという立地条件、さらに農林水産業者の高い技術と

意欲に支えられ、「農業産出額全国第 6 位、海面陸揚金額全国第 6 位」と全国屈指の農林水

産県として、県内だけでなく全国の消費者に、新鮮でおいしい農林水産物をお届けしてい

る。 

「千葉県スマート農業推進方針」の令和４年度評価指標に関する調査結果について、令和５

年３月末時点の「千葉県スマート農業推進方針」の評価指標に関する調査の結果、 
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スマート農業に取り組んでいる認定農業者等の割合は４６％で前年比６ポイントの増加、 

効率的かつ効果的な農業経営を行うためのデータ活用状況は８４％で前年比３ポイントの増

加となる。 

環境の観点から： 

農業病虫害監視事業は、環境保護の観点からも重要と考える。過剰な農薬使用や病害虫の広

がりは生態系に悪影響を及ぼし、生物多様性の喪失や土壌汚染などを引き起こす可能性があ

る。事業のアプローチとしては、環境に配慮した防除方法の普及や有機農業の促進を通じ

て、持続可能な農業と環境保護のバランスを取ることが求められる。 

経済の観点から： 

農業は地域経済に密接に関わっており、病害虫の被害は農家の収入や地域経済に大きな影響

を及ぼす可能性がある。農業病虫害監視事業は、経済的な損失を最小限に抑えるために重要

である。早期の病害虫検出と適切な対策を通じて、生産性を維持し、農業経済の安定性を確

保する。 

顧客ニーズの観点から： 

消費者は安全で高品質な農産物を求めている。農業病虫害監視事業は、農産物の品質と安全

性を向上させるために重要である。農産物が病害虫によって影響を受けると、消費者の信頼

を損なう可能性がある。事業のアプローチとしては、安全で健康的な農産物の供給を重視

し、適切な管理プロトコルを確立することが求められる。 

社会的課題や地域課題の解決へのアプローチ： 

早期警告システムの構築: センシング技術やデータ分析を活用して、病害虫の早期兆候を検

出し、農家に警告するシステムを構築する。これにより、被害を最小限に抑えることができ

る。 

持続可能な農業の推進: 環境への配慮を重視した農業方法を普及させ、農薬の過剰使用を防

ぎながら生産性を向上させる。 

情報の普及と教育: 農家や関係者への情報提供やトレーニングを通じて、適切な病害虫管理

の知識を普及させる。 

データ駆動の意思決定: 収集されたデータを活用して、効果的な対策やリスク評価を行うた

めの意思決定支援を提供する。 

地域コラボレーションの促進: 農業関係者、研究機関、政府などの協力を得て、病害虫管理

のための総合的なアプローチを推進する。 

総合的に、農業病虫害監視事業は、食料供給の安定性、経済の健全性、環境保護、消費者の

信頼性など、多様な側面での課題に対応するための総合的な取り組みとして位置付けられ

る。 
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((44))  課課題題解解決決後後のの未未来来展展望望  

課題の解決によってもたらされる、将来の千葉市の姿について記載してください。  

1、持続可能な農業：プロジェクトの導入により、千葉市の農業はより持続可能で効率的に

なる。IoT 技術と人工知能の組み合わせにより、農作物の病害虫や環境問題をリアルタイム

で監視・対応することが可能となり、農作物の生産性と品質が向上する。 

2、農業のデジタル変革：千葉市の農業はデジタル技術を活用して変革され、農家は最新の

技術を利用して作物の管理と生産を行う。これにより、農業の効率と収益性が大幅に向上す

る。 

3、コミュニティの強化：オンラインの農民コミュニティプラットフォームの導入により、

千葉市の農家は知識と経験を共有し、協力して問題を解決することができる。これにより、

地域社会の絆が強化され、持続可能な農業の推進が促進される。 

4、生態系の保護：生態学的原理を取り入れた農業管理により、千葉市の自然環境と生態系

が保護される。化学農薬の使用が減少し、自然との調和を保ちながら農業を行うことが可能

となる。 

5、経済的な発展：先進的な農業技術の導入により、千葉市の農業産業は経済的にも発展す

る。高品質な農産物の生産と販売により、市の収益が増加し、地域の経済が活性化する。 

6、市民の生活の質の向上：最新の技術を活用した農業管理により、市民はより安全で高品

質な農産物を享受することができる。また、環境保護の取り組みにより、より健康で持続可

能な生活を送ることができる。 

 

 

((５５))  千千葉葉市市内内でで事事業業をを行行うう目目的的  

千葉県は気候や土壌条件が多様で、作物の栽培に求められる条件も異なる。このシステム

は、センサー、データ収集装置、クラウドプラットフォームなどのテクノロジーを利用し

て、リアルタイムの監視、データ収集、分析を通じて、正確な環境情報を提供し、適切なタ

イミングで農家に警告を発し、適切な防除策を取ることができるよう支援し、作物の収量と

品質を向上させる。このプロジェクトは IoT 技術を基盤としており、新技術とスマートイン

フラの最適化された統合、データイノベーションの融合により、農業全体のスマートなイノ

ベーションを促進し、スマートな農業エコシステムを構築することを目指している。したが

って、プロジェクトの目的は、近代的な技術手段を導入して、農業生産プロセスの効率、持

続可能性、スマートレベルを向上させ、農民により多くのサポートと機会を提供し、同時に

農業分野のイノベーションと発展を推進することである。 
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３３  応応募募者者ののププロロフフィィーールル  

当該ビジネスアイデアは城西国際大学大学院在学中の博士課程５名（曹放、乌达木、卢

倩、冯晓旭、崔悦童）が十分な検討をした上でまとめたものである。曹放はグループ代表者

である。 

曹放，男，２９歳，２０２２年３月 城西大学 経営学研究科ビジネスイノベーション専

攻卒業，現 城西国際大学大学院経営情報学研究科起業マネジメント専攻博士課程 2 年生。 

 

４４  今今回回のの応応募募動動機機（（ああててははままるるももののにに○○ををつつけけててくくだだささいい。。））  

(1) 資金調達  (2) 販路拡大・事業提携先獲得 

(3) その他（具体的に ） 

 

55  今今回回のの応応募募ににつついいててどどちちららででおお知知りりににななりりままししたたかか。。  

(1) 市政だより、市役所ホームページ   (2)財団ホームページ  

(3) 支援機関等ホームページ   (4) ポスター、チラシ   (5) Facebook 

(6) 新聞、インターネット等のメディア（名称                ） 

(7) その他（具体的に                           ） 
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要
な
要
素
が
含
ま
れ
、
農
業
生
産
に
知
識
の
あ
る
意
思
決
定
を
支
援
す
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
セ
ン
サ
ー
、
デ
ー
タ
収
集
機
器
、
ク
ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
使
用
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
監
視
、
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
を
実
現
し
、
正
確
な
環

境
情
報
と
警
告
を
提
供
し
、
農
家
が
害
虫
や
病
気
の
予
防
と
管
理
、
作
物
の
改
善
の
た
め
の

タ
イ
ム
リ
ー
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
支
援
す
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
I
o
T
技
術
を

基
盤
と
し
て
、
新
技
術
と
ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ
の
最
適
化
さ
れ
た
統
合
、
デ
ー
タ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
統
合
を
通
じ
て
、
農
業
全
体
の
ス
マ
ー
ト
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
し
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

チチ
ーー
ムム
メメ
ンン
ババ

ーー
のの

紹紹
介介

最最
高高

経経
営営

責責
任任

者者
（（

CC
EE
OO
））

曹
放

技技
術術

責責
任任

者者
（（

CC
TT
OO
））

崔
悦

童

財財
務務

責責
任任

者者
（（

CC
FF
OO
））

卢
倩

乌
达

木

城城
西西

国国
際際

大大
学学

大大
学学

院院
経経

営営
情情

報報
学学

研研

究究
科科

起起
業業

ママ
ネネ

ジジ
メメ

ンン
トト

専専
攻攻

博博
士士

課課

程程
22
年年

生生
，，

財財
務務

のの
ププ

ロロ
セセ

スス
とと

シシ
スス

テテ

ムム
のの

管管
理理

にに
長長

けけ
てて

おお
りり

、、
チチ

ーー
ムム

のの

作作
業業

効効
率率

とと
正正

確確
性性

のの
向向

上上
にに

努努
めめ

てて

いい
るる

。。
従従

業業
員員

のの
専専

門門
能能

力力
とと

リリ
ーー

ダダ
ーー

シシ
ッッ

ププ
をを

育育
成成

すす
るる

ここ
とと

でで
、、

チチ
ーー

ムム
のの

成成
長長

とと
ビビ

ジジ
ネネ

スス
のの

継継
続続

的的

なな
改改

善善
をを

促促
進進

すす
るる

。。

ママ
ーー

ケケ
テテ

ィィ
ンン

ググ
責責

任任
者者

（（
CC
MM
OO
））

城城
西西

国国
際際

大大
学学

大大
学学

院院
経経

営営
情情

報報
学学

研研

究究
科科

起起
業業

ママ
ネネ

ジジ
メメ

ンン
トト

専専
攻攻

博博
士士

課課

程程
22
年年

生生
。。

組組
織織

のの
戦戦

略略
的的

方方
向向

性性
をを

策策

定定
しし

実実
行行

しし
、、

企企
業業

のの
日日

常常
業業

務務
をを

管管

理理
・・

監監
督督

しし
、、

チチ
ーー

ムム
をを

代代
表表

しし
てて

外外

部部
のの

スス
テテ

ーー
クク

ホホ
ルル

ダダ
ーー

とと
のの

ココ
ミミ

ュュ

ニニ
ケケ

ーー
シシ

ョョ
ンン

とと
意意

思思
決決

定定
をを

行行
うう

。。

新新
しし

いい
市市

場場
のの

機機
会会

やや
ビビ

ジジ
ネネ

スス
モモ

デデ

ルル
のの

開開
拓拓

をを
チチ

ーー
ムム

にに
導導

くく
。。

城城
西西

国国
際際

大大
学学

大大
学学

院院
経経

営営
情情

報報
学学

研研

究究
科科

起起
業業

ママ
ネネ

ジジ
メメ

ンン
トト

専専
攻攻

博博
士士

課課

程程
22
年年

生生
，，

豊豊
富富

なな
市市

場場
開開

発発
のの

経経
験験

をを

持持
ちち

、、
チチ

ーー
ムム

をを
リリ

ーー
ドド

しし
てて

市市
場場

調調

査査
をを

行行
いい

、、
競競

合合
他他

社社
とと

潜潜
在在

的的
なな

顧顧

客客
をを

分分
析析

しし
、、

異異
なな

るる
市市

場場
セセ

ググ
メメ

ンン

トト
にに

対対
すす

るる
ママ

ーー
ケケ

テテ
ィィ

ンン
ググ

戦戦
略略

をを

策策
定定

すす
るる

。。

城城
西西

国国
際際

大大
学学

大大
学学

院院
経経

営営
情情

報報
学学

研研

究究
科科

起起
業業

ママ
ネネ

ジジ
メメ

ンン
トト

専専
攻攻

博博
士士

課課

程程
３３

年年
生生

，，
技技

術術
にに

関関
すす

るる
ビビ

ジジ
ョョ

ンン

とと
戦戦

略略
をを

策策
定定

しし
、、

全全
体体

的的
なな

技技
術術

のの

方方
向向

性性
をを

把把
握握

しし
、、

技技
術術

研研
究究

おお
よよ

びび

開開
発発

（（
RR&&
DD
））

のの
活活

動動
をを

監監
督督

しし
、、

技技
術術

のの
選選

択択
やや

具具
体体

的的
なな

技技
術術

問問
題題

にに
対対

すす

るる
指指

導導
とと

監監
視視

をを
行行

うう
。。

冯
晓

旭

運運
営営

責責
任任

者者
（（

CC
OO
OO
））

城城
西西

国国
際際

大大
学学

大大
学学

院院
経経

営営
情情

報報
学学

研研

究究
科科

起起
業業

ママ
ネネ

ジジ
メメ

ンン
トト

専専
攻攻

博博
士士

課課

程程
１１

年年
生生

。。
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
にに

関関
連連

すす

るる
市市

場場
デデ

ーー
タタ

、、
トト

レレ
ンン

ドド
、、

競競
合合

情情

報報
のの

収収
集集

とと
分分

析析
をを

担担
当当

すす
るる

。。
目目

標標

市市
場場

のの
規規

模模
、、

成成
長長

のの
潜潜

在在
性性

、、
消消

費費

者者
のの

行行
動動

なな
どど

のの
要要

因因
をを

研研
究究

すす
るる

。。

城
⻄
国
際
⼤
学
⼤
学
院

経
営
情
報
学
研
究
科

曹
放

（
ソ
ウ
ホ
ウ
）

スス
ママ
ーー
トト
農農

業業
デデ
ーー
タタ
ベベ
ーー
スス
のの

構構
築築

及及
びび
ププ
ララ
ッッ
トト
フフ
ォォ
ーー
ムム
にに
よよ
るる
新新

ササ
ーー
ビビ
スス
創創

出出

第第
22
22
回回

『『
ベベ

ンン
チチ

ャャ
ーー

・・
カカ

ッッ
ププ

CC
HH
II
BB
AA
』』
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空空
中中

・・
地地

上上
・・
地地

下下
一一

体体
化化

監監
視視

視視
覚覚

イイ
ンン

テテ
リリ

ジジ
ェェ

ンン
トト

認認
識識

人人
工工

知知
能能

ビビ
ジジ

ョョ
ンン

分分
析析

技技
術術

とと
衛衛

星星
リリ

モモ
ーー

トト
セセ

ンン
シシ

ンン
ググ

、、
低低

高高
度度

リリ
モモ

ーー
トト

セセ
ンン

シシ
ンン

ググ
、、

ハハ
イイ

ビビ
ジジ

ョョ
ンン

ビビ
デデ

オオ
なな

どど
のの

多多
くく

のの
技技

術術
手手

段段
をを

組組
みみ

合合
わわ

せせ
、、

地地
域域

のの
制制

約約
をを

打打
破破

しし
、、

「「
空空

天天
地地

」」
にに

基基
づづ

くく
包包

括括
的的

なな
知知

能能
セセ

ンン
シシ

ンン
ググ

能能
力力

をを
構構

築築
すす

るる
。。

遠遠
隔隔

セセ
ンン

シシ
ンン

ググ
衛衛

星星

ドド
ロロ

ーー
ンン

高高
解解

像像
度度

カカ
メメ

ララ

畑畑
のの

識識
別別

作作
物物

成成
長長

状状
態態

のの
識識

別別

栽栽
培培

構構
造造

識識
別別

土
壌

水
分

お
よ

び
干

ば
つ

監
視

病病
害害

害害
虫虫

のの
識識

別別
特特

性性
監監

視視
草草

地地
状状

况况
监监

测测

作作
物物
収収
量量
のの
推推
定定

苗苗
のの

状状
態態

監監
視視

空空
中中

・・
地地

上上
・・
地地

下下
一一

体体
化化

監監
視視

イイ
メメ
ーー
ジジ
図図

I
o
T
 
監
測
感
測
裝
置

作作
物物
特特
性性
おお
よよ
びび
病病
害害
収収
集集
装装
置置

有有
害害

気気
体体

監監
視視

有有
害害

気気
体体

監監
視視

無無
人人

作作
物物

保保
護護

機機
遠遠

隔隔
セセ

ンン
シシ

ンン
ググ

無無
人人

機機

スス
ママ

ーー
トト

カカ
メメ

ララ

遠遠
隔隔
セセ
ンン
シシ

ンン
ググ
衛衛
星星

土
壌
、
大
気
、
水
質
な
ど
の

デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

包
括
的
に
監
視
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
や
作
物
に
応
じ
て

監
視
パ
る
。
ラ
メ
ー
タ
を
柔

軟
に
設
定
で
き
る
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
土
壌
水

分
と
組
み
合
わ
せ
て
、
給

水
ポ
ン
プ
や
電
磁
弁
な
ど

の
灌
漑
設
備
の
停
止
を
自

動
す
る
。
制
御
し
、
正
確

な
灌
漑
を
実
現

20
種
類
以
上
の
セ
ン
サ

ー
※
ユ
ー
ザ
ー
が
自
由

に
組
み
合
わ
せ
可
能

気
象
要
素
は
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
柔
軟
に
構
成
で
き
、

気
象
環
境
デ
ー
タ
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
監
視
で
き
る
。

畑
の
害
虫
を
捕
ら
え

て
殺
し
、
害
虫
の
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な

分
析
を
実
⾏
し
、
害

虫
の
傾
向
を
独
⽴
し

て
判
断
で
き
る
。

環
境
に
応
じ
た
リ
ア

ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
を

収
集
し
、
温
室
環
境

を
最
適
な
状
態
に
自

動
調
整
。

土
壌

お
よ

び
苗

情
報

監
視

耕耕
地地
資資
源源

農農
田田

水水
利利

デデ
ーー

タタ

遠遠
隔隔

セセ
ンン

シシ
ンン

ググ
ビビ

ッッ
ググ

デデ
ーー

タタ
（（

農農
業業

資資
源源

モモ
ニニ

タタ
リリ

ンン
ググ

））

農農
業業
台台
帳帳

栽
培

構
造

監
視

作
物

成
長

監
視

収
穫

量
の

評
価

自
然

災
害

監
視

病
害

と
害

虫
の

監
視

と
警

告

農
業

G
D
P

農
業

デ
ー

タ

農
業

保
険

農農
業業

ビビ
ッッ

ググ
デデ

ーー
タタ

のの
分分

析析
とと

意意
思思

決決
定定

経経
済済
デデ
ーー
タタ

農農
業業

経経
営営

主主
体体

デデ
ーー

タタ

栽栽
培培
構構
造造

デデ
ーー
タタ

セセ
ンン

ササ
ーー

ココ
ンン

トト
ロロ

ーー
ララ

ーー
ゲゲ

ーー
トト

ウウ
ェェ

イイ
カカ

メメ
ララ

天天
気気

土土
壌壌

装装
置置

農農
作作

物物

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

イ
メ
ー
ジ
図

アア
ピピ
ーー
ルル

ポポ
イイ
ンン
トト

他他
社社

とと
のの

差差
別別

11
、、

II
oo
TT
のの

総総
合合

的的
なな

統統
合合

22
、、

リリ
アア

ルル
タタ

イイ
ムム

のの
警警

告告
シシ

スス
テテ

ムム

33
、、

モモ
ババ

イイ
ルル

アア
ププ

リリ
のの

利利
便便

性性

44
、、

自自
動動

化化
農農

事事
操操

作作

55
、、

人人
工工

知知
能能

のの
応応

用用

66
、、

地地
域域

別別
のの

分分
析析

とと
比比

較較

77
、、

農農
民民

のの
ココ

ミミ
ュュ

ニニ
テテ

ィィ
イイ

ンン
タタ

ララ
クク

シシ
ョョ

ンン

88
、、

市市
場場

のの
需需

要要
予予

測測

99
、、

よよ
りり

広広
範範

なな
デデ

ーー
タタ

収収
集集

11
00
、、

モモ
ババ

イイ
ルル

アア
ププ

リリ
のの

イイ
ンン

タタ
ララ

クク
テテ

ィィ
ブブ

性性
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農
業
生
産
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
-
空
天
地
一
体
化
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

AI
に
よ
る
認
識
技
術
を
用
い
、
害
虫
や
病
害
の
種
類
と
重
症
度
を

監
視
す
る
。
ま
た
、
レ
ー
ザ
ー
検
出
装
置
を
配
置
し
て
野
外
の
病

害
孢
⼦
を
監
視
、
高
精
度
な
病
害
孢
⼦
濃
度
診
断
を
実
現
、
病
害

の
発
生
を
事
前
に
予
測
、
警
告
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

地
上
-病
害
・
害
虫
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

地
上
-水
肥
一
体
化
水
田
へ
の
水
の
供
給

作
物
の
成
⻑
プ
ロ
セ
ス
を
水
の
供
給
戦
略
の
調
整
コ
ア
と
し
て
、
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
基
づ
く
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
小
⻨
の
ス
マ
ー
ト
な
節
水
水

田
へ
の
水
の
供
給
モ
デ
ル
を
構
築
。
同
時
に
土
壌
テ
ス
ト
に
基
づ
い
て
、

水
の
供
給
時
に
水
肥
一
体
装
置
を
自
動
制
御
し
、
主
に
沼
液
を
使
用
し
、

窒
素
、
リ
ン
、
カ
リ
肥
料
の
補
充
を
⾏
う
水
肥
一
体
ス
マ
ー
ト
水
田
へ
の

水
の
供
給
を
実
現
。
ス
マ
ー
ト
水
田
へ
の
水
の
供
給
の
も
う
一
つ
の
重
要

な
側
⾯
は
排
水
で
あ
り
、
短
期
お
よ
び
中
期
の
気
象
予
報
に
基
づ
い
て
排

水
を
予
測
し
、
排
水
ゲ
ー
ト
や
強
制
排
水
ポ
ン
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
転

を
自
動
制
御
し
、
洪
水
被
害
が
農
業
に
与
え
る
損
害
を
防
ぎ
ま
た
は
軽
減

す
る
。

引
水

沟

基
站

主
控

机
柜

监
控

灌
溉

泵
站

防 渗 农 渠

水
位

控
制

器

农
渠

退
水

涵

干
渠

进
水

控
制

系
统

田
间

进
水

控
制

排 沟

排
沟

退
水

控
制

防
渗

干
渠
（

支
渠

）

智
能

控
制

盒

防
渗

干
渠

（
支

渠
）

进
水
涵

農
業
生
産
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
-
空
天
地
一
体
化
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

(1
)
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
の
気
象
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
、
過
去

の
気
象
デ
ー
タ
、
過
去
の
気
象
デ
ー
タ
、
栽
培
構
造
デ
ー
タ
、
収

穫
量
デ
ー
タ
、
生
育
プ
ロ
セ
ス
の
記
録
な
ど
、
過
去
の
デ
ー
タ
を

収
集
、
気
象
と
農
業
生
産
の
関
連
デ
ー
タ
リ
ソ
ー
ス
を
形
成
、
生

産
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
気
象
災
害
の
警
告
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。
(2
)
地
元
の
気
象
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
配
置
し
、
セ
ン
サ
ー

を
使
用
し
て
作
物
の
成
⻑
周
辺
の
環
境
情
報
を
収
集
す
る
。

地
上

-
気
象
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

地
上

-
作
物
の
特
性
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ
び
雑
草

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

田
畑
に
は
、
双
眼
可
視
光
画
像
お
よ
び
多
波
⻑
画
像
収
集
デ
バ
イ
ス
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
な
機
能
を
実
現
し
て
い
る
︓

1、
大
田
原
位
で
の
非
破
壊
で
連
続
的
な
作
物
の
特
性
の
識
別
と
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
の
量
⼦
化
。
た
と
え
ば
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
場
合
、
葉
の
寿
命
、

抜
け
雄
、
絹
な
ど
の
成
⻑
特
性
を
認
識
し
た
後
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
節
季
、

小
さ
な
サ
イ
レ
ー
ジ
の
時
期
、
大
き
な
サ
イ
レ
ー
ジ
の
時
期
な
ど
を
ス

マ
ー
ト
に
診
断
し
ま
す
。
小
⻨
の
場
合
、
株
の
高
さ
、
葉
の
数
、
生
育
時

期
、
葉
⾯
積
指
数
な
ど
の
特
性
情
報
を
ス
マ
ー
ト
に
診
断
す
る
。

2、
田
畑
の
雑
草
の
変
化
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
農
家
に
合
理
的
な
農
法

技
術
の
提
案
を
⾏
う
。

農
業
生
産
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
-
空
中
・
地
下
一
体
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

(1
)
セ
ン
サ
ー
お
よ
び
Io
Tス

マ
ー
ト
端
末
を
展
開

し
、
土
壌
の
物
理
化
学
パ
ラ
メ
ー
タ
を
迅
速
に
検

査
す
る
た
め
の
実
現
:
土
壌
湿
度
、
塩
分
濃
度
、

導
電
率
、
pH
値
、
凍
土
深
度
、
積
雪
深
さ
な
ど
;

(2
)
近
距
離
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
り
、
土

壌
栄
養
分
の
ス
マ
ー
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
現
す

る
。

地
下

-
土
壌
湿
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

有
害
ガ
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
を
展
開
し
、
二
酸
化

炭
素
、
メ
タ
ン
、
硫
化
水
素
、
一
酸
化
窒
素
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
実
現
。
こ
れ
に
よ
り
、
沼
液
お
よ
び
沼

渣
が
土
壌
環
境
に
与
え
る
改
善
を
観
察
し
、
農
業
施

策
の
改
善
を
補
助
し
、
畑
の
管
理
水
準
を
向
上
さ
せ
、

排
出
削
減
お
よ
び
炭
固
定
栽
培
モ
デ
ル
の
構
築
、
適

用
、
普
及
を
探
求
す
る
。

地
下

-
有
害
ガ
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

農農
業業

デデ
ジジ
タタ
ルル

ププ
ララ
ッッ
トト
フフ
ォォ
ーー
ムム
：：
農農

業業
IIoo
TT
セセ
ンン
シシ
ンン
ググ
ププ
ララ
ッッ
トト
フフ
ォォ
ーー
ムム

II
oo
TT
  
デデ

ーー
タタ

のの
保保

存存
Io

T 
デ

ー
タ

解
析

Io
T 

デ
ー

タ
分

析
Io

T 
デ

ー
タ

プ
ロ

ト
コ

ル
解

析

Io
T 

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

Io
T 

デ
ー

タ
モ

デ
ル

デ
ー

タ
ス

ト
レ

ー
ジ

ビビ
デデ

オオ
ビビ

ッッ
ググ
デデ
ーー
タタ

デ
ー

タ
分

析
デ

ー
タ

警
告

N
B-
Io
T

In
te
rn
et
/4

G
/5
G

Io
T 

デ
ー

タ
収

集
ア

ク
セ

ス
ビ

デ
オ

デ
ー

タ
ア

ク
セ

ス

農農
業業
用用
ドド
ロロ
ーー
ンン

農農
業業
用用
無無
人人
車車

農農
業業
機機
械械
のの
自自
動動
運運
転転
装装
置置

リリ
モモ
ーー
トト
セセ
ンン
シシ
ンン
ググ
ドド
ロロ
ーー
ンン

スス
ママ
ーー
トト
カカ
メメ
ララ

農 業IOT セ ン サ ー ス マ ー ト 機 器

公公
共共

デデ
ババ

イイ
スス

のの
接接

続続
数数

がが
11
00
億億

以以
上上

11
日日

にに
55
00
00
億億

のの
デデ

ーー
タタ

ポポ
イイ

ンン
トト

がが
書書

きき
込込

まま
れれ

るる
パパ

ブブ
リリ

ッッ
クク

おお
よよ

びび
ププ

ララ
イイ

ベベ
ーー

トト
統統

合合

農農
眼眼

スス
ママ

ーー
トト

監監
視視

基基
地地

局
農

眼
の

パ
ノ

ラ
マ

:
7
2
0

度
の

パ
ノ

ラ
マ

の
画

像
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
L
o
R
a
の

技
術

、
遠

隔
施

設
と

連
動

害害
虫虫

警警
報報

ネ
ッ

ト
を

引
く

た
め

に
電

気
を

引
く

必
要

が
な

く
、

設
置

が
簡

単
で

、
害

虫
駆

除
が

可
能

農
目

の
パ

ノ
ラ

マ
:

7
2
0
度

パ
ノ

ラ
マ

画
像

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
L
o
R
a伝

送
技

術
、

遠
隔

設
備
連

携
、

3
0
0
m

を
カ

バ
ー

可
能

イイ
ンン
テテ

リリ
ジジ
ェェ

ンン
トト

ココ
ンン

トト
ロロ
ーー

ルル
ババ
ルル

ブブ
::

I
o
T
デ

ー
タ

収
集

:
土

壌
+
作

物
+天

候
+画

像
水

と
肥

料
の

散
布

を
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ト
に

制
御

CC
OO
22
セセ

ンン
ササ

ーー
：：

二
酸

化
炭

素
濃

度
監

視
土土

壌壌
EE
CC
セセ

ンン
ササ

ーー
：：

土
壌

E
C
値

、
微

量
元

素

土土
壌壌
水水

分分
セセ

ンン
ササ

ーー
::

土
壌

の
温

度
と

湿
度

PP
MM
値値

セセ
ンン

ササ
ーー

：：
P
M
1
.0

 
PM

2
.5

 
PM

10
監

視
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ビビ
ジジ
ネネ
スス
モモ
デデ
ルル

キキ
ャャ
ンン
ババ

スス

顧
客

セ
グ

メ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

エ
ン

ド
ユ

ー
ザ

ー
：

農
民

農
業

機
関

農
業

協
同

組
合

農
業

技
術

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

製
品

革
新

力
の

サ
ー

ビ
ス

バ
リ

ュ
ー

プ
ロ

ポ
ジ

シ
ョ

ン

•
リ

ア
ル

タ
イ

ム
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
•

省
エ

ネ
環

境
保

護
•

農
業

経
営

能
力

の
向

上
•

ス
マ

ー
ト

農
業

の
発

展
促

進

主
要

業
務

害
虫

・
病

害
監

視
個

別
お

よ
び

体
系

販
売

ま
た

は
賃

貸
農

業
技

術
サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー

農
業

保
険

会
社

チ
ャ

ネ
ル

経
路

協
力

モ
デ

ル
ウ

ェ
ブ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

コ
ア

リ
ソ

ー
ス

Io
T技

術
の

研
究

開
発

デ
ー

タ
分

析
モ

バ
イ

ル
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン

収
入

構
成

①
販

売
費

用
②

リ
ー

ス
料

金
③

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
及

び
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
手

数
料

④
サ

ー
ビ

ス
料

金

コ
ス

ト
構

造

技
術

研
究

開
発

，
顧

客
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

維
持

，
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

ビビ
ジジ

ネネ
スス

モモ
デデ

ルル

１
．

製
品

価
格

戦
略

：
•モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

警
告

機
能

を
無

料
で

提
供

し
，

ユ
ー

ザ
ー

に
中

核
機

能
を

体
験

さ
せ

る
。

•高
度

な
機

能
と

付
加

価
値

サ
ー

ビ
ス

を
有

料
で

提
供

す
る

。
“

た
と

え
ば

、
よ

り
多

く
の

デ
ー

タ
保

存
容

量
、

パ
ー

ソ
ナ

ラ
イ

ズ
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

分
析

、
専

門
家

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

な
ど

。
異

な
る

ニ
ー

ズ
に

基
づ

い
て

、
異

な
る

価
格

を
設

定
す

る
。

２
．

支
払

い
方

法
：

•オ
ン

ラ
イ

ン
支

払
い

と
前

払
い

の
方

法
を

サ
ポ

ー
ト

し
、

ユ
ー

ザ
ー

が
サ

ー
ビ

ス
を

簡
単

に
購

入
お

よ
び

利
用

で
き

る
。

•サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
を

提
供

す
る

。
月

単
位

、
四

半
期

単
位

、
年

単
位

の
支

払
い

オ
プ

シ
ョ

ン
を

提
供

し
，

ユ
ー

ザ
ー

の
異

な
る

ニ
ー

ズ
を

満
た

す
た

め
に

。
３

．
販

売
と

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
チ

ャ
ネ

ル
：

•農
業

機
関

、
農

業
協

同
組

合
、

農
業

技
術

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

な
ど

と
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
構

築
す

る
，

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

チ
ャ

ネ
ル

と
ウ

ェ
ブ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

通
じ

て
ケ

ー
ス

を
解

決
す

る
。

•農
業

展
示

会
、

セ
ミ

ナ
ー

、
農

業
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
な

ど
の

イ
ベ

ン
ト

で
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
展

示
し

、
潜

在
的

な
ユ

ー
ザ

ー
と

対
面

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
デ

モ
を

行
う

。
４

．
付

加
価

値
が

あ
る

サ
ー

ビ
ス

：
•カ

ス
タ

マ
イ

ズ
さ

れ
た

デ
ー

タ
分

析
と

レ
ポ

ー
ト

を
提

供
し

、
ユ

ー
ザ

ー
が

作
物

の
状

態
と

害
虫

・
病

害
の

リ
ス

ク
を

詳
細

に
理

解
さ

せ
る

。
•農

業
専

門
家

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

、
ユ

ー
ザ

ー
の

質
問

に
答

え
、

特
定

の
農

業
ア

ド
バ

イ
ス

を
提

供
す

る
。

•農
業

専
門

コ
ー

ス
と

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
リ

ソ
ー

ス
を

提
供

し
、

ユ
ー

ザ
ー

が
農

業
管

理
お

よ
び

害
虫

・
病

害
防

除
の

知
識

と
ス

キ
ル

を
向

上
さ

せ
る

。
5.

デ
ー

タ
分

析
と

洞
察

力
：

•シ
ス

テ
ム

で
収

集
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

活
用

し
、

デ
ー

タ
分

析
と

洞
察

力
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

、
ユ

ー
ザ

ー
が

よ
り

正
確

な
決

定
を

下
し

、
農

業
生

産
計

画
を

最
適

化
さ

せ
る

。
•大

規
模

デ
ー

タ
と

人
工

知
能

に
基

づ
く

ス
マ

ー
ト

予
測

モ
デ

ル
を

導
入

し
、

よ
り

正
確

な
害

虫
・

病
害

の
警

告
と

予
防

治
療

案
を

提
供

す
る

。
6.

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

：
•農

業
技

術
サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
と

協
力

し
、

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

装
置

を
統

合
す

る
，

一
体

化
さ

れ
た

農
業

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

す
る

。
•農

業
保

険
会

社
と

協
力

し
、

農
民

に
害

虫
お

よ
び

病
害

に
関

連
す

る
保

険
商

品
を

提
供

し
、

リ
ス

ク
を

予
防

し
と

損
失

を
減

少
さ

せ
る

。

事事
例例

：：
山山

東東
省省

寿寿
光光

市市
のの

スス
ママ

ーー
トト

農農
業業

--
温温

室室
作作

物物
のの

成成
長長

予予
測測

モモ
デデ

ルル

お
客

様
の

現
状

：
寿

光
市

は
中

国
最

大
の

野
菜

基
地

で
、

栽
培

規
模

が
非

常
に

大
き

い
。

お
客

様
は

野
菜

、
果

物
、

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

、
小

麦
な

ど
、

さ
ま

ざ
ま

な
作

物
を

栽
培

し
て

お
り

、
効

率
的

な
経

営
管

理
を

通
じ

て
一

定
の

経
済

効
益

を
達

成
し

て
い

る
。

現
在

、
科

学
的

な
栽

培
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

通
じ

て
、

さ
ら

な
る

栽
培

管
理

の
向

上
を

期
待

し
て

い
る

。

顧
客

の
課

題
利

用
効

果

•
温

室
ビ

ニ
ー

ル
ハ

ウ
ス

の
栽

培
デ

ー
タ

が
不

足
し

て
お

り
、

ま
た

デ
ー

タ
の

品
質

が
低

い
の

で
、

収
量

向
上

の
科

学
的

な
方

法
が

不
足

し
て

い
る

。
ま

た
、

多
く

の
異

な
る

作
物

が
栽

培
さ

れ
て

お
り

、
野

菜
、

果
物

、
穀

物
な

ど
が

関
与

し
て

お
り

、
ア

プ
ロ

ー
チ

の
明

確
化

が
必

要
で

あ
る

。

•
4種

の
野

菜
に

対
す

る
1エ

ー
カ

ー
あ

た
り

の
収

穫
量

予
測

モ
デ

ル
、

作
物

の
生

育
期

間
、

お
よ

び
農

業
操

作
計

画
を

提
供

す
る

。
•

時
間

系
列

お
よ

び
時

空
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

通
じ

て
、

温
室

内
で

さ
ま

ざ
ま

な
作

物
お

よ
び

環
境

の
時

間
軸

お
よ

び
空

間
軸

の
デ

ー
タ

を
収

集
し

、
環

境
パ

ラ
メ

ー
タ

、
作

物
品

種
情

報
、

お
よ

び
多

次
元

の
栽

培
デ

ー
タ

を
使

用
し

て
、

収
穫

量
、

農
事

計
画

な
ど

を
予

測
す

る
科

学
的

な
栽

培
モ

デ
ル

を
構

築
す

る
。

•
環環
境境
パパ
ララ
メメ
ーー
タタ
（（
土土
壌壌
、、
水水
、、
気気
温温
、、
日日
光光
））

•
作作
物物
ブブ
ララ
ンン
ドド
情情
報報
（（
種種
子子
のの
品品
種種
、、
ブブ
ララ
ンン
ドド
、、
ササ
ププ
ララ
イイ
ヤヤ
ーー
））

•
栽栽
培培
デデ
ーー
タタ
（（
基基
本本
情情
報報
、、
日日
々々
のの
収収
穫穫
量量
、、
肥肥
料料
施施
用用
作作
業業
、、
園園
芸芸

作作
業業
、、
病病
虫虫
害害
のの
予予
防防
とと
防防
除除
））

エエ
ーー

カカ
ーー

当当
たた

りり
のの

収収
量量

、、
季季

節節
のの

期期
間間

及及
びび

農農
作作

業業
計計

画画
のの

提提
案案

成成
長長

予予
測測

モモ
デデ

ルル
とと

アア
ルル

ゴゴ
リリ

ズズ
ムム

保保
障障

II
oo
tt
をを

通通
じじ

てて
、、

栽栽
培培

のの
多多

分分
野野

デデ
ーー

タタ
をを

収収
集集

、、
保保

存存
すす

るる

農農
業業

生生
産産

応応
用用

セセ
ンン
タタ
ーー

農農
業業

イイ
ンン
テテ
リリ
ジジ
ェェ
ンン
トト
・・
デデ
シシ
ジジ
ョョ
ンン
・・
ササ

ポポ
ーー
トト

害
虫

モ
デ

ル

成
長

モ
デ

ル

病
害

予
測

モ
デ

ル

土
壌

湿
潤

度
モ

デ
ル

気
象

災
害

情
報

苗
の

タ
イ

プ

20
22
.0
2.
01

種種
類類
::
  
ベベ
リリ
ーー

品品
種種
::
  
南南
疆疆
--
疆疆
果果
果果

種種
植植
ババ
ッッ
チチ
番番
号号
::
  
XX
XX
XX
XX
XX

20
22
.0
3.
16

20
22
.0
6.
15

収
穫

予
定

時
期

現
在

正
常

作
物

品
種

識
別

モ
デ

ル

栽栽
培培

基基
本本

デデ
ーー

タタ
ベベ

ーー
スス

情情
報報

カカ
メメ

ララ
収収

集集
デデ

ーー
タタ

蒸
発

量
モ

デ
ル

種
蒔
き

エ
リ

ア
生

産
予

測
モ

デ
ル

作
物
収
量
予
測
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ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す

城
西

国
際

大
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
チ

ー
ム

環環
境境

品品
質質

監監
視視

のの
市市

場場
展展

望望
とと
収収

入入
のの

見見
込込

みみ

20
25

年
20
27

年
20
30

年

市
場
規
模
は
約
6
0
6
億
円
ま
で
成
長
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
は
主
に
農
業

の
近
代
化
と
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
需
要
の
推
進
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

農
業

品
質

監
視

シ
ス

テ
ム

の
I
o
T
解

決
策

の
市

場
規

模
は

約
44

2
.8

億
円
。

予
測

に
よ

れ
ば

、
農

林
水

産
市

場
の

規
模

は
5
兆

円
に

達
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

農
業

の
病

害
虫

監
視

シ
ス

テ
ム

の
I
o
T
解

決
策

の
認

知
度

が
上

が
り

、
農

業
の

デ
ジ

タ
ル

化
の

ト
レ

ン
ド

が
強

化
さ

れ
る

に
つ

れ
て

、
予

測
さ

れ
る

規
模

は
さ

ら
に

拡
大

す
る

。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
よ
る
収
⼊
の
⾒
込
み
に
つ
い
て
ペ
ー
パ
ー
で
の
試
算
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

収
入
構
成

①
販
売
費
用

５
億
円

∕年
間

②
リ
ー
ス
料
⾦

２
億
円

∕年
間

③
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
及
び
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
⼿
数
料

１
億
円

∕年
間

④
サ
ー
ビ
ス
料
⾦

２
億
円

∕年
間

合
計
１
０
億
円

∕年
間

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
概
算
に
つ
い
て

価
格

（
万

円
）

内
容

名
称

60
,0

00
高

水
準

農
田

生
産

の
各

段
階

に
統

合
的

な
Io

Tセ
ン

シ
ン

グ
能

力
、

デ
ー

タ
リ

ソ
ー

ス
統

合
お

よ
び

サ
ー

ビ
ス

能
力

、
A

Iア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

能
力

、
知

識
グ

ラ
フ

サ
ー

ビ
ス

能
力

を
提

供
す

る
、

共
通

の
技

術
と

能
力

の
集

合
体

農
業
ブ
レ
イ
ン
ベ
ー
ス

32
,0

00

高
水

準
農

地
の

ス
マ

ー
ト

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

、
農

業
ブ

レ
イ

ン
ベ

ー
ス

が
提

供
す

る
基

本
的

な
サ

ポ
ー

ト
能

力
を

活
用

し
、

ビ
ジ

ネ
ス

シ
ス

テ
ム

の
開

発
と

結
び

つ
け

、
農

地
生

産
の

各
側

面
を

カ
バ

ー
す

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
こ

れ
に

は
空

か
ら

の
地

上
統

合
監

視
、

ス
マ

ー
ト

生
産

、
意

思
決

定
支

援
、

ブ
ラ

ン
ド

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
が

含
ま

れ
る

農
業
ブ
レ
イ
ン
エ
ン
パ

ワ
ー
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム

18
,0

00
農

地
に

展
開

さ
れ

る
各

種
の

セ
ン

シ
ン

グ
デ

バ
イ

ス
と

そ
れ

に
対

応
す

る
消

耗
品

ス
マ
ー
ト
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

2,
00
0

主
に

将
来

の
展

示
室

の
内

装
、

管
理

セ
ン

タ
ー

の
内

装
、

お
よ

び
サ

ー
バ

ー
設

備
を

含
む

リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
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